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　イ ン タ
ー ネ ッ トの 普 及が 、 新規 ビ ジネ ス を 生 み だ して い る 。 米国で は 新車販売 の

16％ が 、 電 子商 取 引 （Electronic　 Commerce ） で 行 わ れ る よ うに な っ た 。 プ ロ バ イ

ダー （イ ン タ
ー ネ ッ ト接続サ ー ビ ス 提供事業者）の 増加 、 ブ ラ ウ ザ ー （ホ

ー ム ペ ー

ジ閲覧 ソ フ ト） の 機能 向上 が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト利用 者数の 増大 とな っ て 現 れ 、 電子

商取引を行 う仮 想商店街 を っ くりだ し 、 ネ ッ トプ レ ッ ク ス （ネ ッ ト ワ ー ク ＋ コ ン フ

レ ヅ ク ス ） と よ ばれ る 通 信回線を活用 した 新 規事業 を成 立 させ て い る 。

　しか し 、 イ ン タ
ー

ネ ッ トへ の 参入者数増 大 と と もに 、 ト レ ー ドオ フ な 現象が生 じ

て い る 。 イ ン タ ーネ ッ ト上 で の 情報 の 漏洩 、 窃盗 、 知的所有権侵害 、 不 正 取 引 、 人

権 侵害 、 中傷誹 謗 、 猥 褻 図画 陳列な どの 事 件が起 きて い る
。

こ の た め 、 リ ス ク を軽

減 し 、 安 全性を高 め る 方策 が 国際機関や 各国政府 に お い て 論議 され る よ うに な っ た 。

　本発表 で は 、 まず イ ン タ ー一ネ ッ ト と電子商取引の 発展経緯 と特質 に っ い て 分析す

る 。 そ して 、 イ ン タ ー ネ ソ ト と電 子 商取 引 に よ っ て 情報 公開 と情報保護 、
二 つ の 情

報 文化 が 形 成 さ れ て い る こ と を示す 。
さ らに 次世代 イ ン タ

ー
ネ ッ トの プ ラ ッ ト フ ォ

ー ム を 構築 す る た め の 情報政 策 と情報文化 の コ ン セ プ トieつ い て 述 べ る 。

1 ．イ ン タ
ー

ネ ッ トと電子商取 引 が もた らす 情報文化

　イ ン タ
ーネ ッ トは 、 こ れ ま で 国境 の 壁 や 組織 の 壁 に遮 られ入 手 困難 で あ っ た 様 々

な情報 に 誰 もが 容易 に ア ク セ ス で き る 。 電子 メ ー ル は 、 垂直的な 階層 を水 平 的 な も

の と し 、 世 界中 の 人 々 と リア ル タ イ ム で の 双方向型 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を可 能 に し

た 。 地 球規模 で の 情報 ネ ッ トワ ーク網 の 拡充leよ っ て 、 今こ う して い る間 に も、世

界で は数千 万人 の 入々 が イ ン タ
ーネ ッ ト利用 に よ る情報 検 索 や 情報交 換を国境 を越

え て行 い 、 ネ ッ トサ ー フ ィ ン グ とよ ば れ る 情報文化 を つ く りだ して い る 。

　情報 ネ ッ ト ワ
ー ク は 、こ れ に 参加 す る メ ン バ ーの 数 に 比例 して 、 そ の 効用 も増大

す る 。 時空 を 克 服 した イ ン タ
ー ネ ッ トに よ る国際的 な コ ン ピ ュ

ー タ ・プ ラ ッ ト フ ォ

ー
ム の 拡充 は 、情報 へ の ア ク セ ス 手段を多 角 的 に し 、

コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 空間を拡

張 して い る 。 そ れ は 、
マ イ ク の 使用 に よ り 肉声 の 到達距離を拡張 し う る よ うに 、イ

ン タ ー ネ ッ トに よ る空 間 の 拡大 は 、 入 々 の 社 会 的 ・心 理 的 距離 を近づ けて い る の で

あ る 。

　また イ ン タ ー ネ ッ トを活 用 した電 子商取 引は 、 イ ン タ
ーネ ッ トの 商用サ ー ビ ス が

解禁 さ れ た 9 年 頃か ら始 ま り 、 95年 の 米国 ユ タ州等で の 「デ ジ タ ル 署名法」 の 制定 、

97年 に は ク リ ン ト ン 大統領が 発表 した 「グ ロ ーバ ル な電 子商 取 引の た め の 5 原 則 と 一

9 課題 」に よ っ て 急速 に 進 展 し 、 仮想商店数 は拡大 し 、 TV シ ョ ッ ピ ン グ や通 信 販

売 と共 に マ
ーケ テ ィ ン グの ツ

ール と して 活 用 され る よ う に な っ た 。

　 イ ン タ
ー

ネ ッ ト利 用 の ビ ジ ネ ス は 、 WWW 上 の ホ
ー ム ペ ー ジ を利用 す る こ とに よ

り 、 企業 の 広 報 （会 社案内 ・製品公告 、 求 人広告 ） 、
マ ーケ テ ィ ン グ事 業 、 イ ン タ

ー
ネ ッ ト ・シ ョ ッ ピ ン グ 、 座 席予 約 や宿 泊 予約 、 電 子新聞や電子雑誌 等 に よ る マ ス

メ デ ィ ア 事 業 、 教育 ・医療分 野 な どで の 情 報 サ ー ビ ス と して 活 用 され て い る 。
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　 ホ
ー ム ペ ー ジ を利 用 した ビ ジネ ス の 特 徴 は 、国や 地 域 に 制約 され る こ と な くど こ

に 所 在 して い て も開店 ・営業で き 、 売場面 積 ・商品数 ・ 商品情報は 制限 な く拡 張 可

能 で 、
メ ーカ ー

、 問 屋 、 小 売 店 、 消費者を結 ん だ 流通 ル ー
トで 生 じる 資源 消費 もな

い 。 仲介 ・流 通 在庫 ・小売 り等 の 取 引 コ ス トを軽 減で き 、 店舗 、 店員 、
シ ョ

ー
ウ ィ

ン ド
ー

は ホ
ー ム ペ ー ジ が 代行す るの で 、 施 設設備 費 、 入件 費 、 販売経 費 を節減で き

る 。 また ホ ー ム ペ ー ジ の 検索や 商取 引は 、時 間差型 の リ ア ル タ イ ム コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン に よ っ て 行 わ れ 、 自分 の 都合 を相手 に 強要す る こ と な く 、 い っ で も 、 どこ に所

在 して も可能で 、 取 引 を迅速 に 行 うこ とが で きる 。

　電子商取 引に 安全性 と利便性が 確保で きれ ば 、 市 場 は空 間的 ・場所 的に 拡大 し 、

取引 コ ス トが 引 き下 げ られ 、 市 場経済 は在 庫 の な い 経済 、 生 産者 と消費者が 直結 し

た リア ル タ イ ム ・ マ
ー

ケ テ ィ ン グ が実現で き る 。 さ らに 、 各企業 ・各産業分野 が 相

互 に 連結 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク 型 の 産業 構造 が形成 され る 。 そ して 、 こ れ まで 効果 的

な 経 済活動 を行 うた め に ネ ッ ク とな っ て い た 時間的条件 、 地 理的条件 が 解放 され
、

経 済格 差 と情報 格 差 を均 質化 し うる 可能性 が あ る 。 今 、 新た に 形成 さ れ っ っ あ る 電

子 商取 引市 場 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク相 互 を接続 す る イ ン タ ー ネ ッ トと して の 機能だ けで

な く 、 異業種間 ク ロ ス rd　一 バ ー ネ ッ ト ワー ク 、 産業 間 リ ン ケ ー ジ と して の 機能 を も

っ て い る 。 イ ン タ ーネ ヅ トの 拡充 は 、 これ まで イ ン ト ラ ネ ッ ト （企業内情 報 ネ ッ ト

ワ
ー ク）で あ っ た もの が 、

エ ク ス ト ラ ネ ッ ト （企業 間情報 ネ ッ トワ
ー ク ） と して 結

合 さ れ 、 っ つ い て 産 業間 、 国家間の 共通情 報基盤 （共通 プ ラ ッ ト フ ォ
ー ム ） の 構築

へ と進展 して い る 。 国家間の 共通 情報基盤 は 、 民間組織 と して 世界 情報通 信基 盤委

員会 （GIIC ） が 設立 さ れ る こ とで 国 際 的連携が 図 られ て い る 。

2 ．情報文化 の 二 っ の 潮流

　 イ ン タ ー ネ ヅ トの 普及 に よ っ て 、 人 々 の 情 報発 信機能 が高 ま り 、 1 億人を超 え る

人 々 が 自由 に 国境 を越 えて 情報検索 、 情報交換等 を行 うよ うに な っ た 。 これ は 、 情

報文化 の 変革 と み なす こ とが で きる 。 楠報文化 とは情報環境 に よ っ て もた らされ る

生 活様式で あ り 、 情報 環境 と は 情報処理 活 動 を行 う行為主体 と情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 等
の 情報媒体 を包 み込 む 情報 化 され た空 間 を い う 。 ま た 、 情報化 と は 資 源 で あ る情報
の 質 と量 が 他の 資源 に 対 し増大 す る こ と に よ っ て 生活 の 変化が 表出す る こ とで あ る 。

す な わ ち 、 情報 文 化 の 変 革 と は 「情報化の 進 展に よ っ て 情報技術の 利活用が促進 さ

れ 、 生 活様 式が 変化 す る こ と」 と定義す る 。

　 こ の 情報 文化 の 変 革 の
一

つ に 情報 公 開の 潮流 が あ る 。 イ ン タ
ー ネ ッ トは 、 こ れ ま

で 国境の 壁や 組織の 壁に 遮 られ 入手 困難 で あ っ た 様 々 な情報 に ア ク セ ス す る こ とが

で き 、 個 人 で あれ 企業 で あ れ 情報発 信者 と な っ て 、 情報 を世 界に 公 開す る こ とが で

きる 。 電 子 商取 引市場 は 、 物理 的な店舗 を 必要 と せず 誰 もが ど こ に 所在 して い て も

開業す る こ とが で き 、 電子 メ
ー

ル 感 覚で 消 費者 と直接 取 引が で きる 。 イ ン タ ーネ ッ

トと電子商取引 は 、 こ の よ う に して 情報公 開の 潮流を っ くりだ した 。

　 しか し 、 そ こ に は両刃 の 剣 と して の リス ク があ る 。 こ の リ ス ク に よ っ て もた らさ

れ て い る文化 が 、憶報 保護の 潮流 で あ る 。 イ ン タ
ー ネ ッ トは 、 巨大 な コ ピ ー機で あ

り 、 情 報 入手 と コ ピ
ー

が容易 な た め 知的所 有 権侵 害 、 外 交 ・ 防衛 な ど の 機密 情報 漏

洩 、 不 正 取 引 な ど の リ ス ク を 抱 えて お り 、 そ の 防衛手段 と して 国家 や 組織 に よ る 情

報管理 、 標準 化 な どの 情報保護が 行わ れ て い る 。
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　こ れ ま で
、 国境 ・ 組織 ・階 層 の 壁 に よ っ て 閉 ざさ れ て きた 情報 が 、 個人 ・企業 ・

国家 の 利 害 と複 雑に 絡み 、 情 報 を 公開 す る か 保護す るか の 選択を迫 る よ う に な っ た 。

こ の よ うな情報文 化 の 形 成 は 、 図 1 「情報 文化の 二 つ の 潮 流」 と して 示す こ とが で

き る 。 す な わ ち 、 イ ン タ
ー ネ ッ ト に よ る グ ロ ー バ ル な情報 公開の 潮流 は 、情報を世

界 に 向 け て 発信 し う る よ う に した が 、 同 時 に 情報 保護 の 必 要性 を高め て い る 。 そ し

て 、 こ の 二 っ の 潮流が 弁証法的発展 を遂 げ る こ と に よ っ て 新 た な情報文化が 形成 さ

れ る の で あ る 。 社会集団が共 有す る価 値観 の 枠組 み や判 断 の 基 準 を パ ラ ダ イ ム と よ

ぶ な ら 、 情報公開 と情報保護 が 相 克す る状 況は 、 ま さ に パ ラ ダ イ ム シ フ トで あ る 。

3 ．次世代 イ ン タ
ー

ネ ッ トを 構築 す る情報政策 と情報文化

　95年 5 月 、 独 テ レ コ ム
、 仏 テ レ コ ム

、
ス プ リ ン ト （米 国第 3 位 の 通 信業者〉 の 3

社 が 連 合 し 「グ ロ
ーバ ル ワ ン 」が 設立 さ れ た 。 96年 11月 に は英国 の ブ リテ ィ シ ュ

・

テ レ コ ム （BT ）が 、 米 国第 2 位の 通 信業者 MCI を買収 し新会社 「コ ン サ ー ト」

を設立 す る 。 さ ら に 米国第 1 位 の 通信業 者 AT ＆ T は 、
ス ペ イ ン 、 ス ウ ェ

ーデ ン 、

オ ラ ン ダ 、
ス イ ス 、 イ タ リア の 通 信業者 と 「ワ

ール ドパ ー トナ ー ズ 」 を設 立 し提携

関係 を築 い て い る 。 こ う した 国際的 企業連 合が 進展 して い る背 景 に は 、 イ ン タ
ー ネ

ッ ト ・ビ ジ ネ ス の 競 争激化 が あ る Q

　米 国 で は 国家 情報 基 盤 と して の 情報 ス ー パ ーハ イ ウ ェ イ 構想 、 光 フ ァ イ バ ー
に よ

る 高速通 信網 敷 設計 画 、 高度研究教育 ネ ッ ト ワ ー ク 、 そ して 国際 情報 ハ イ ウ ェ イ と

して の 全 地球 的情報 基盤 の 構築が 着 々 と進 展 しつ つ あ り 、 こ う した 中 で 95年 8 月 に

通 信 ・放送事業 の 自由競争を 実現 す るた め の 通信事業法 が上 下両院で 可 決 され 、 9

7年 2 月 に は ク リン トン 大統領が 一
般教 書 演説 の 中で 、 ポ ス トイ ン タ ー ネ ッ ト と し

て の 第 2 世 代 イ ン タ
ー

ネ ッ トを 構築 す る こ と に よ り 、全 て の 12歳児 が イ ン タ
ー

ネ ッ

トを利用す る こ とが で き る教 育環境 の 実現 を め ざす と発表 した 。 また 7 月に は グ ロ

ー バ ル な電 子商取 引の た め の 5 原則 と 9 課題 を発 表 し 、 政府 が 民 間 の 電 子 商取 引活

動 を奨励 ・支援 し 、 税 や手続 きな ど電子商取引の 発展を 阻害す る規制 の 回避 、 法 的

環 境整 備 を 行 う こ とを 宣言 して い る 。

　欧州 に お い て は 、 最大手 の イ ン タ
ー ネ ッ ト接続業者 、

EU ネ ッ ト （本部 ア ム ス テ

ル ダ ム ）主 導 で 電子 マ ネ ーが 欧 州全域に 導 入 され 、 電 子商取引が急速 に 普及 して い

る 。 97年 7 月 に ドイ ツ の ボ ン で 行わ れた 「グ ロ ーバ ル な 情報 ネ ッ ト ワ ー ク に 関す る

欧州 閣僚会 議 」 で は 、 競争 の 促進 、 電子署 名 、 認 証 シ ス テ ム の 確立 、 情報 ネ ッ ト ワ

ー ク の 利用者保 護な ど 7 項 目の 宣言が 採択 さ れ 国際的連 携が 図 られ て い る 。

4 ．結論

　 日本に お い て は 、 97年 の 行政 機 関全体 で パ ソ コ ン が 職 員 1．5人 に 1 台の 割合で 普

及 して い る と さ れ て い るが 、 地 方 自治体 の LAN 接続比 率は 31％ に と どま っ て い る 。

ま た 学校 で の イ ン タ
ー

ネ ッ ト接続 は 、 95年 か ら全国 111の 小中高校で 開始 され て き

た が 、 97年 の 接続比 率 は 10％ に 達 して い な い 。 2000年まで に 全国 3 万 8 千 の 公立 の

小 中高校 を イ ン タ
ーネ ヅ トに 接続す る計画 や 光 フ ァ イ バ ー

通 信網 を全 国 の 学校 と病

院に 張 りめ ぐ らす 計画 が あ る が 、 国家 情報 基 盤 の 構 築 ま で に は至 っ て い な い
。

　 日本 の 情 報 政 策 は 、国内省 庁 や 各機関の 利害 調 整 が 障 壁 とな っ て 未 整 備 で あ る 。

高度情報化に 対応 して い くた め に は 、 図 2 「共 通情 報基 盤 に よ る電子 商 取 引」 で 示
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す よ うな 文書 の 電 子化 や 国 際 的認 証 機関 の 設 立 に よ り国 家 間 の 搆 報基 盤 を 構築 す る

情報 政策が立 案 され な け れ ば な らな い 。 各省庁毎の 情報政策 は 、産業 ・地 域 ・文化

の 情報化 と して 総合 し 、
シ ス テ ム 化 して い く必 要が ある 。 省庁の 行政 サ ー ビ ス と い

う レ ベ ル の 枠 を 超 え た 、 総合的 な政 策立案 、そ して 規制や 制度 の 緩和 を行 う 、情報

政 策 の グ ラ ン ドデ ザ イ ン を構築す る こ とが 求め られ て い る 。

　情報政策 は ア メ ニ
ー
テ ィ （生 活 の 快適性） あふ れ る情報文化 を形成す る た め 、 計画

し実施 して い か ね ば な らな い 。 こ の 惰報文 化 は 、 既 に 過 去 の もの と な っ た処方箋 に

よ るの で は な く 、 新 た な コ ン セ プ F を樹立 す る必 要 が あ る 。 こ の 新た な コ ン セ プ ト

を抽象 的な概念で 表現す る と した ら 、 発展性 、 可能性 、 刺激性 、 便利｛生 、 自由性 、

安 心 性 、 豊富 性 とな る 。 こ れ まで 人 々 は 、 土地 、 物質 、 所 得 を よ り多 く保有す る こ

とを 豊か で あ る た め の 指標に して きた と思 わ れ る 。 高度技術は 豊か な ふ れ あ い の た

め に 活か され 、強い 絆で 結 ば れ た経 済 ・社 会 を形成 して い か な けれ ば と願 うもの で

あ る 。 そ れ は 、Teehnology　without 　Messageで は な く 、 Technology　with 　Message

　（高度技術 に よ る豊か な ふ れ 合 い ） の あふ れ た 情 報文 化 に 求め る こ と が で きる 。

　 Technology 　 with 　Message の あふ れ た 情報 文化 とは 何か 。 社 会 は土 地 の 、 情報 は

種子 と L て の 特 質 を も っ て い る 。 種子 が 土 地 に ど の よ うな 根 を 張 り枝 葉 を 茂 らせ 花

を咲 かせ るか は 、 どの よ うな 種 子 を い O 、 ど こ に 、 だ れ が 蒔 くの か 、 生 育 の 方 法 は

ど うか に かか っ て い る 。 70年 代か らの 情報化 の 進展過程 は 、 経済先導 ・社会追従型

の パ ラ ダ イ ム が支配的で あ っ た 。 イ ン タ
ー ネ ッ ト と電 子 商取 引を生 産 性 ・効率性 だ

け の ッ ー一ル と して と らえ る視点か ら脱却 し 、 社会集団の 調和 あ る発展 の た め の ヅ
ー

ル と して と らえ る視点が 求 め られ て い る 。

　 ア メ ニ テ ィ を 求 め る入類 の 心 と情 報技術 の 結合 と い う情報文化 の パ ラ ダイ ム を前

提 に 、 経 済 ・社 会 の す べ て の 情報の 生 産点 に お い て 、 ワ ン ・ベ ス ト ・ウ ェ イ の 模 索

を っ づ け る こ と に よ っ て 、 入 と人とが 強 い 絆で 結ばれ た 社会 、豊かな ふ れ 合い の た

め に 高度技術 が 活 か され る袿会を形成 して い かね ば な らない 。
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図 　 2　共通 情輯 蔆盤 に よ る 電 子商取 引
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i　 惰 報 文 化 の 二 っ の 潮流
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